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議会活動チェックシート 議会改革推進会議決定

課題として
いたこと

解決方法
平成28年度
取組内容

優先度
(A～C)

必要予算 達成目標 進捗度
取組の結果
できたこと

達成度
(A～E)

課題事項
・問題点

住民から見た
変化

今後の取組方
法

達成度 講　評

本会議以外の会
議のようすが市
民に見えにく
い。

委員会の活動状況
が常に見えるよう
にする。

常任委員会の会議
録（要点記録）を
ホームページで公
開する。

Ｂ ０　円 平成 ３０年 ３月 継続

一日一常任委員会
化により委員会を
開催した。また議
会事務局フェイス
ブックを活用し、
動画配信を開始し
た。

Ｂ

自己満足型の見え
る化ではなく、住
民が見たくなるよ
う、見える化した
ことによる委員会
そのものの活性化
や運営改善に繋げ
たい。

すべての常任委員
会を傍聴できるよ
うになった。ま
た、インターネッ
トを通じていつで
も委員会動画を見
ることができるよ
うになった。

中高生や若者にも
見てもらえるよ
う、傍聴者や動画
閲覧者が見ていて
分かりやすいよう
な委員会運営を進
める。

会議日以外の活
動のようすが市
民に見えにく
い。

会派又は議員が行
う政務活動の活動
状況が常に見える
ようにする。

政務活動費に係る
使途内訳明細を
ホームページで公
開する。（活動報
告書は公開済み）

Ａ ０　円 平成 ３０年 ３月 完了

活動経費にかかる
領収書の写しを
ホームページで公
開した。また、政
務活動費の交付に
関する条例を改正
し、旅行を伴う活
動については計画
書及び実績報告書
の提出を義務付
け、事前事後の活
動の見える化を
図った。

Ａ

会派視察がその後
どのように活かさ
れているか等、政
務活動がどのよう
に課題解決に繋
がっているか、成
果の見える化を図
りたい。

ホームページで誰
でも政務活動費の
使途や領収証、会
派視察の内容を見
ることができるよ
うになった。

議会広報を通じて
政務活動の成果報
告をする等、会派
活動の活性化を促
し成果の見える化
に繋げていく。

住
民
参
加

未成年を対象とした
シティズンシップの
推進

若年人口流出や
18歳選挙権を踏
まえ、未成年者
が地域・政治に
関心を高めるた
めのシティズン
シップの推進を
図りたい。

学校・地域・行政
機関等と連携し、
未成年者が議会を
通して地域・政治
に触れる機会を作
る。

「高校生×ギカ
イ」の企画化を進
め、かだって会議
や模擬議会・模擬
請願・模擬選挙を
実施する。

Ａ ０　円 平成 ３１年 ７月 継続

管内の高校生を中
心に、大学生、若
手農業者等の参加
により、高校生か
だって会議を開催
した。

Ａ

かだって会議に限
らない、議会と未
成年者との接点づ
くりを図りたい。

かだって会議に参
加した学生が、議
会・議員の存在を
知ることを通じて
地域を考えるよう
になった。

中学校へもアプ
ローチし、模擬議
会・模擬請願・模
擬選挙の取組みを
進める。

ＩＣＴ利活用による
審議・調査の充実

会議での話し合
いや調査活動な
どをより効率
的・効果的に行
いたい。

全議員がタブレッ
ト型端末を所有
し、会議資料など
のデータ共有化・
ペーパレス化を行
う。

各種会議のペーパ
レス化による、効
率的・効果的な審
議手法を検討す
る。

Ａ 　０　円 平成 ２８年 ７月 継続

無料グループウェ
アアプリを活用
し、協議等の場と
して設置する会
議、議案説明会、
事務事業説明会の
完全ぺーパレス化
を図った。

Ａ

会議資料のタブ
レットデータ表示
をもっと見やすく
したい。

議会外でも議員の
タブレットから、
議案や計画図等を
見ることができる
ようになった。

会議資料のペーパ
レス化をさらに進
めるとともに、タ
ブレットデータ表
示でも見やすい会
議資料の作成・保
存を進める。

政策的議員提案条例
の制定

地域課題解決の
手法として、議
員提案による政
策的条例を制定
したい。

多様な市民意見を
参考にし、議会全
体として地域課題
解決を図るための
政策的条例の策定
を進める。

「地酒等乾杯条例
（仮称）」の平成
28年中の制定に向
け、策定作業及び
関係者意見交換に
取り組む。

Ａ 　　０　円 平成 ３１年 ７月 完了

地酒等普及促進・
乾杯条例を議員提
案により制定し
た。

Ａ

地酒以外に地元飲
料水（ノンアル
コール者向けの乾
杯）の普及も図り
たい。

大きな会合などで
地酒で乾杯する機
会が増えた。

条例の実行性を高
めるため、条例の
検証作業を進め
る。

議員定数の適正化
適正な議員定数
について結論を
導きたい。

多様な市民意見を
参考にし、市民に
開かれた場での検
討・議論を尽くし
結論を出す。

議会のあり方検討
会議において、
データ統計や市民
アンケート（か
だってレター）を
実施しながら議員
間対話を進める。

Ａ １０千円 平成 ２９年 ７月 完了

議会のあり方検討
会議による議員間
対話を踏まえ、適
正な議員定数を20
人とする条例改正
を行った。

―

条例改正案では賛
否が拮抗したこと
から、議員間対話
をもっと深める必
要があった。

― ―

災害時の議会体制強
化

災害時における
議会と市災害対
策本部との連
携・協力体制を
強化したい。

ＩＣＴ利活用によ
る議会内の情報収
集・共有能力の強
化を図るととも
に、市災害対策本
部との情報連携・
協力体制を構築す
る。

グーグルマップ等
を活用した被災情
報の整理・組立て
方について検討す
る。
また、市災害対策
本部への議会参加
のあり方について
検討する。

Ａ
０　円

平成 ３１年 ７月 未着 ― ― ― ― ―

第三者評価

議
会
機
能
強
化

＊「優先度」 Ａ：高、Ｂ：中、Ｃ：低

＊「達成度」 Ａ：全て（100%）、Ｂ：概ね（75%）、Ｃ：半分（50%）、Ｄ：一部（25%）、Ｅ：未着（0％）

基本項目 詳細項目

改革前 改革後

情
報
共
有

議会活動の見える化


